
地織気援館Lと太陽活動 との相関軒

小 岩井 誠

榎織

I. 地磁叙綬飢が太陽彩麿の特殊爆愛の際に放出される微粒子流に起因するととは殆んど疑ひの録地が

ない．

2. 継者・は締閥単磁然観測所の地磁叙記at及び大跨~Jtを捌釜して， m泊費生或は黒星誌面積念塗逮の際，。

地磁然綬貸しの起る乙とを認めたが， Giovnnclli陥落多府爆量産と泉勤型に就き統計的に絢主主して，爆五置の金書告

がm致群に閥係lb！＞ ，特にm.勘雪量生の初期に於ける 7，βγ 裂で荷積念護主主の際最も怨量産が庖！＆なる ζ と

を求めて庶り . ~者の考へと善幸だ災〈一致してゐる．

8. f持者は各~勤務に就き 1985 年以降毎日の商級車曾加額を求め，之と地磁主主の水Z存分カ絞養とを比絞

して弱者が相2吉良〈一致するζ とをggめた．

4. ]I!に起時の!W僚なる地磁叙緩包と，之に釣Rliiすると考へられる黒鉛詳の念ま差是Eの時刻とから雨者の

悶遂を求め， J934年 1月から 1940&μ s J.Jまでの不均として 1.22日を得た．之は微粒子総の速度平均

が 1400km/sec.なる ζ とを示してゐる．

5. 19純一1940年に就き年毎に日獲を求めると.087日－2.07 臼の113にあp, 0.87 El ft太陽活動の極

大期，叉 .2.07日は極小刻になってゐる.1~t，ウオル 7翁敏に依る太陽活動IA:と目玉塗とは極めて別僚なる関

係を示す．

6. 此の統計のみにては太陽活・i!YJと微粒子速度の努化の鵬係は決定的ではないが，他の二三の現象を考

へると，共の可能性が充分考へられ，太陽古5・w1の綾小j切には 850km/scc.橡大期には 2000km/sec.の速

度となると給鈴しでもそれを否定出来な＂＇・

I 緒言地磁無の鑓4むには永年鑓化・年鑓1t・太陽日饗化・太陰日鑓化等の遡期的饗化及び起時，

大きさを：像測し得ぬ突強的鑓佑の存するととは周知の遁りである．此の中，後者には局部的饗佑（脈

動，濁型費化， Dellinger現象の際に起る小鑓佑〉と地球全般に亙る愛佑（小規模の鑓化の外所調

擾凱，｝品〉とがるる．地磯鎮の活動度は此の突渡的饗化に支配されるのであって，特に地球全般に

亙る縦品の鑓化が最も活動度に有力である・以下述べる擾乱とは地球全般に亙る磁場の餐化の翻で

ある．

借，地磁気の活動と太陽活動との閥係は 19世紀の中葉より問題になれ太陽黒黙の出現J踊度に 11

年遡期の存するととが Schwabeに依り指摘されてから地磁領の活動にも 11年週期の費4むを認め，

其の後の統計に依り両者が殆んど完全に一致するととを知った.＊＊此の一致は即ち太陽活動の旺盛

たる時期には地磁祭の擾乱・胤等が盛んに起るととを意味するものでるる．斯くして太陽黒鮪と地

* M. Koiwai : Correlations of magnetic disturbances nud solar acもivities.（昭和 15＆手4}j 26日

大日本主主象集合釘繍舎にて量産波）．

” 地磁気$!lll!IA'.の 11＆手議u切は地磁叙の綴怒Elのみの統計からも切かに認められる．
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磁領擾乱との相闘が問題とたり，地磁領の突加慢佑の原因が太陽黒断より放出される帯電粒子に

あるとまで論ぜられるK至った．

Bir'k:elnndの陰極線の質胎， Stormerの計算はよ胞の偲定に極めて有力であって，磁犠凪及び之

と密接な聞係にある極光の説明・tcr.t此の電子流の考へは甚だ好都合と思はれた，撚し Scbustc1・ は

此の電子流般には反費Jし，同種荷電鍛粒子が地球に建する震には極めて大たる辿度と勢力とが奥へ

られなくては，静電的反婚に依り飛散せしめられるとして，電子流の代りに大領中に突入する中性

償粒子或は紫外線を考へ之に依り生成されたイオンが大領のよ下及び水平迦蹴に従って勝部電流

を起し，之が地磁無梗両しを惹起せしめるとした．

償粒子流を金〈否定したのは Hulburt及び Marisであって，後は紫外線に依りよ層大祭が電離

され， ドリフト電流に鑓化を来し，之が地磁領擾晶の服固となると論じ，磁制嵐の際の電離R!fV＇｝費

4むと一致せしめてゐる．

然し Lindemannは頁に彼粒子流を金値として電気的K中性と考へて，中途nこ於ける飛散を岡避

し，叉 Chapman,Ferraroは中性電離債粒子流を採mし， Milneの稲射Z震の理論から流れの形を

求め頁に磁無胤の際のH の念場を説明してゐる，

斯様に未だ地磁気擾乱の原因が鍛結子にあるか紫外線にあるかは決定的ではないが，恐らく償教

子流が主因で，紫外線も一部分影響すると考へるのが至省のやうである．特に太陽彩居K於ける水

素の爆費の際幅射される紫外線は Dcllioger現象を惹起せしめるのであるが，此の際に於ける地磁

気には僅少友る鍵4むを起すに過ぎす•.叉後速の如く智者の調嘩に依ると地磁策の極胤は新月附近に

極めて少なく，満月附近にて増大してゐるが此の鮎は紫外線践には全く不利である．

日 過去に怠ける地磁舞姫凱と太陽活動との相臨 11年週期の地磁調儲乱とウォルフ黒動指数と

の相捌の外に，Cb1・ct:＜り， Grcavos及び Newton121等が卿査した如く 27日姐期の相闘が認められる．

然し日kの地磁集活動と黒動指数との聞には顕著なるー款を認めるととは出来ぬ．

Grca,•es 及び Newton は 1874-1927 年中の 60 岡の大磁筑胤と 455 佃の肉眼的大黒肪群とを捌

査して 36 悶の磁祭嵐が大黒跡群の太陽子午線を通過する 4 日前後に起~＇備特に大去る 17 同の

嵐は 15同迄が前紀の期間中に起ってゐるととを知り，磁無胤は大黒肪群が太陽商の中央に来た際

起るのでは注いかと考へた． 斯慢な傾向は Ellis,Sidgrenves, Mnun1ler, Cortie均等も認め居り，

Maunderは Grccnwfohtc:於ける 1875-1卯3 ￥の硯ill11b• ら， 19 同の大胤と大馬断群の太陽子午線

通過とが一致してゐるととを認めた叉1898年9月から i903q;. 9月までの期間中には大黒曲が

(1) Proc. Roy. S侃 .90. 622 (l倒的．
(2) M. N.田；回（胸部）.

(3) Astrophisik Band IV. 
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現はれ~かったが，夫れに臨やる如〈大風も起らたかった．然るに 1903 年 10 月に 5 年按りに大

黒酷群が現はれ，夫れと共に大嵐の起ったととを知P，之等の事貴から黒酷群が太陽子午線を遁過

する 34時間前から随時間後に磁無嵐が起り，平均子午線遁週後 26時聞に嵐の起るととを統計

から導いた．

Cortieは黒酷群の太陽子午線よりの角度の外に，緯度をも考慮に入れて地磁策擾鋭の起る有数範

囲を吟味した．黒星高は 11年週期で出現緋庇を費佑するのであるが，黒動極大期に於ける春秋分邸

時近にては，地球は太陽の緯度の士T附近にあり，黒鮪最頗出現緯度と一致する・彼は此の事責

と地磁無活動度の介掛近くで増大する事賓とを結びつけてゐる．

斯様にして地磁無擾謝，と黒艶群との相闘は梢』明瞭に思はれるに至ったが，大黒鈷群が太陽子午

線附近に存在するにも拘らす＝，地磁気の活動は金〈平穏であり，之に反し殆んど黒舶の存在せぬ際

にも磁集嵐の起るととが往々あるのである．此の事貨は黒騎自身を地磁第擾掲Lの原因と考へるとと

の不可能たるととを示してゐる．

Tacchini, Bale＇りは地磁集擾飢が黒監の位置とか大きさには徐り 闘係なく，黒勤－の附近に起る彩

暦の爆蛮に依るととを述べてゐる．此の太陽彩居の爆設の顕著在るものは眼視的にも見るととが出

来るが，その大部分は太陽介光諸民器に依り認めるととの出来る

ものでるる．此の彩居の爆設は黒鮪附近に頻繁に起る現象であっ

て，例の Dellinger現象は此の燥登の特殊の場合に輯射される

紫外繰〈水素工戸線〉で設明されてゐる．地磁気盛飢は此の彩居の

燥設の特殊の場合（大燥設が起っても磁無風の起るととは蹄で，

叉顕著たる燥設が観測されぬにも拘らす＝嵐が起る例が多いので〉

に限って放出されると考へるのが現献である．

ま義援時

1859 &J! 9月 1日
1佃2 7 15 
1908 9 IO 
1909 9 24 
1926 2 22 
1926 IO 】S

平均

時間怨

17.5時
19.5 
26.0 
却.o
ll6.0 
31.0 

26.0 

今爆設時の比較的明瞭友ものを拾って，磁集嵐の起時との時間差を求めると上表仰の如く主主り，

時間差の王子均として 26.0時間を得る．即ち若し徴粒子流が彩居爆設と同時に放出されるとした主主

らぽ26時間にて地球附近に到達するととに注り， 之から鍛粒子流の速度が 1600.. km/sec.と求まる．

此の倣は Milne が緬射鹿の理論•S）から導いた Ca＋原子の述度 1630km/sec.と一致してゐる．

凹 黒勤と場震との闘保 地磁無擾劃の直接原因が太陽商の如何主主る現象に依るものたるかは前

lfc.J;l.上には明瞭ではたいが，少たくとも今埠考へて来た如〈黒郵自身とするよりは彩居の燥聾を回

(1) Ap. J., 28, 841 (1908). 

(.2）企p.J., 78 (1981). 

(S) M. N. 86, (1926). 
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安とした方が受賞ι曹、はれる．

彩居の爆直はその 95%~までが黒動群中で起り，黒肪群以外で起った場合でも黒掛の蜜生直樹で

るったり或は黒鵬消滅の直後である仰ので，燥蛮の全部が黒鈷群に聞係ありと断官出来る．従って

従来の黒耐と地積無擾胤との闘係も，大黒酎群出現時に大爆強が頻繁に起P，共の結果雨者K似市

非約相闘が現はれたものと考へるととが出来る．

黒監と彩刷版との関係に就いては臼ovnuclli仰が最近詳細に統計してゐる．此の統計に依る

と婦聾の起る抑j合、は大黒賦程頗紫色黒舶型・κ脱いてはα，αp型には殆んE燥設が認められや，．叉

H，βf及び βp型は殆んど噂しい爆賀事を示してゐる． βγ型は梢爆強寧高〈， γ型が最高の爆鼓

揮を示してゐる．又思蹴破建過程K倒しては黒酷諮命の初期に燥蛮頻度最大で以後成熟期まで次第

に減少し， .. ~跡事誕亡期に至り再び梢a爆強増加の傾向を示してゐる. f，思肪面積の費4むに劃する爆費

寧は明かに面積場1mに比例して高まれ面積減少の場合には燥琵増加の傾向は甚だ少友い．此の面

積費化に封する爆強M度の統計は燥費時の前後24時間以内に於ける黒酪面積の費佑を示したもの

で， fおm臨時命の初期に於ては僅少の而積鍵化に針しても爆費は相常頗繁に起るととが明となっ

た．

以上の臼ovnnolliの統Z十結呆を綜合すると黒動量生の初期に怠けるβγ，γ型て面積急増の際に

彩居の揖績は極めτ値郵であるととにたる．

此の結呆は鍛宥が先に澗自の見地から地磁無擾晶と鼎断面積場大とに就いて一つ一つ吟味してf-'J

た太陽活動度と金〈一致するものであって，以下に於て述べる~I球の統計の根織をたすものであ

る．

IY黒酷の面積．形の艶化を目安とした太陽活動鹿 極めて大雑束に太陽活動庇を表現するには

従来J.i.1r行はれて来た如〈次の撒置の場合が考へられる．

I.黒尉群の撒＇ 2，ウォル，';ti.I!占指撒， s,:n酎面積の綿和等が夫れで4;る．然し乍ら之等は何れも

甚だ漠然たるもので民の意味での太陽活動を示すものでは友い．コむも長い期間中に於ける統計には

(1）天文明文~妙策七加

(2) .Ap. J.，加（1989}.

－ a型： mー磁鋤位のm&tて・宵Jflt＜：車両司~－ （盤J移｝を従へてゐる．

呼P型： 縞牟5涯の前1IにヨE形m!t;6~＜£＞る．

β摺： 前後嗣黒星市の時停し官~m蛤..

{Jf'IJl：後償無駄が主要なる.8£黒助言t.
βp型： 前if!l,!,(\!\°;6•主要なる源泉駄＃.

γ塑： 11','T.1却が不銀則にMB，その，j、古事分が異急性を持つが金値として.8i儲位とは考へられぬ．

βγ 製： 前週撲は後綴織紛が反翁のE盤憶を持つ，J、黒星占を附属せしめてゐる．
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之等を使用して充分であるが，一ヶ月以内の如き短期聞に於ける太陽活動度を示す震には他の有放

たる悶安を探す必要が起る．

太陽彩居の爆設現象は最も貫.JC近い太陽活動と考へられるが，此の爆設は瞬間的の現象であって

30分以上溜観するととは稀である．従って燥設の全部を硯測するととは観測設備と努力の動で困

難なととである（世界各地に散在する観測所で共同観測を行ふととが最も得策で．現に行はれて居

り，叉 l¥ort.Wilson等では敷分世きに自動的にフィルムに太陽商の分光窮民を撮協してゐる様子で

ある〉．

爆強以外で太陽活動を示す有！波注目安は潟踏の面積及び形の襲化である．特にIIIJc於て述べた

如く Giovanelliの統計に依り，燥設が黒酷諮命の初期に於ける βγ，γ型で面積の念増する際最も

頗繁に起る事質を考へるとー居此の目安が既に近いととを知るでのある．

向， IIJc述べた如〈彩居の爆澄は頻繁で，之と地磁気擾飢とを闘係づけるととは黒鈷自身の場

合と同様甚だ困舞である質般を考へると，鑑賞Lを惹起する如き特殊の爆設は箪ろ黒掛念澄遣の際に

起ると考へられぬとともないのである．

筆者は 1934年以降柿岡地磁無観測所に於て搬影・した太陽黒鈷のお民を調査して次の如き傾向

を認めた．

1. 一般に多数の鼎尉群は同時に面積場大し，哉は新黒鮎群が費生する”．帥ち太陽内郁の勢

力の平筒蹴態が破れて，黒掛面積は増大し叉新黒鮪群が資生する如き硯を呈する．

2. 費量小黒鈷の集合として澄生した思酷群は念激に椴為して双黒酷群を形成し，装亡も亦愈激

である．

3. 成熟大黒酷群が念激に弁解する場合，分解小黒監は再ひ官官後ニヶ所・に集合して双黒鈷群を

形成するととが多い．

4. 徐々に琵謹する黒鈷群は蒔命も長〈，能始単調整形群で抑し遁し徐々に衰亡する．

以上は黒掛群の一般的傾向であるが，真に地磁無擾剖，の記録と個々の黒賠群とを比較調査した結

果に依ると，上記の 2,3特に2の場合で鑓佑の急激なる場合に，起時の明瞭なる大擾飢（磁集胤〉

が惹起され易いと考へられる．向， ：n酷の面積が比較的徐k t亡大設建する場合には起時め明かたら

ざる擾飢が起る傾向を認めた．叉比較的活動的充足大J足掛群の附近には 2の如き黒鈷群が費生し易

〈，地磁築援胤が大黒肪群K依ると考へるよりは事ろ此の新設した!Q:I，鵬群に依ると考へられるとと

・1987 ＆手4月までは吉成邦雄氏.1987 &f! c; nより 1989~F 2月までは係者，又 11)39＆ド8月以降は採関

:ill次氏の銀修．

” Richardson (P.A. S. P .. 49, 233, 1987）は彩婦の爆獲に制してもその同時性を認めてゐる．
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1也磁紙袋飢とコ＂＂~~漏・動との籾欄 !) 

が往々ある〈その特に．顕著なる例を潟買.I K示す〉．

y 日々の黒勤面積の増加と地磁集擾Itとの相関前節に述べた如き傾向から筆者は 1934年以

降の黒勤商積の増加と地磁祭擾飢との相闘を見るために女の如き方法を試みた．

1. 或る日の太陽活動度は各黒鈷群毎t巳其の日の黒封群面積より其の前日の面積を引去った

もの L総和をもってい重みを新御鮎群の占とする・

2. 新設J摂理店群は設生日の面積自身をとり， 1の線和に加算する．

3. 地磁気擾乱は黒．粘群の子午線よりの角度IC影響されると考へ，各 昌子午線認過時

よりの日差
J県鮎群に就き子午線より計った角度の徐弦を重みとする． 之は使

宜上黒勤群の子午線通過時より敷へた日撒に依り次表を利用した．

第1表は 1939年 7月の太陽黒星占の面積測定表で，第2表は同月の上記

の太陽活動度を求めるための表である．斯様にして求めた毎日の太陽活動

度を 1934年 1月 1f.Iより曲線にて示し，之と地磁無水平分力の較差のllh

線とを相互に比較した．第1闘の 1ー3は之等1lt1棋の一部分でbって，閉1111線Kは偶然の一致とは考

へられぬ程度の一致が認められる．

今 1935年 1月より 1939年8月

までに於ける太陽活動度を示す1lb線

の山の数，地磁気の水平分力較差の

曲線の山及び問者・が二日以内で一致

する山の数を激へると各 454,383, 

367となる．従って地磁気の活動の

大部介が筆者の求めた太陽・活動度で

示されるととを知るのである.f,,J, 

太陽活動度の山が地磁気活動度の山

より多いととは，（l）太陽活動度が

E与にiii磁場大のみを考へて．巣駄の

設建程度を示す形等を考厳に入れな

かったとと，（2）黒肪群経度の五み

が遁宮で’~＜，忠勤が 45・以上子午

線より離れた場合は質質的に重みを

Z立さか

円
悶
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資~ 2図 月齢に依る地磁紙袋筒L起~の分耳ti
関ノ内側： 累勤面積·~加皮
関／升側： 地磁叙擬飢

。とするのが泊賞と考へられるとと．刷新月附近に於ては太陽より放出される徴流手流は月の影



10 地E厳然援飢と太陽活動との籾隊

響l'Lf~ り地磁無擾乱を起す率が少左きとと等で説明出来ると考へる．

此の償粒子流が新月附近で影響を受けるらしきととは長岡宇太郎博士が考へられたととで，筆者

の衣の如き方法でも認めるととが出来る．第2固は］934年 1月より 1940年 3月迄の黒融面積の

都~Jl度〈筆者の意味の太陽活動度〉と地磁気擾乱の大き注を月齢に従って位べたもので，内側が黒

騎面積の増加度，外側が擾飢の大きさであ.：；.向，黒星の大きさは時各の大きさを示し，擾苗Lは起

時の月齢を示した．一見して明瞭た如く満月附近にて大擾掲L多〈新月附近で極めて少たい...此の事

費は前に述べた如く徴粒子流に極めて有利でめって，衣K述べる掻甜Lと黒肪との一樹ーの針臨を求

めたのは，此の鍛粒子流を仮定してからのととでるる．

VI 地磁策担観と果酷活動とのー劃ーの劃店前節に於ける筆者の統計から，地磁第擾翻，と筆者

の意味する太陽活動度とが相官大たる相闘を示すととを知り，］934年 1月より 1940年 3月まで

の材料から起時の明瞭たる磁無嵐・擾乱・愈嬰化等の突強的地磁無盛胤と継者の意味する太陽活動

度とを個々調査して第1表を得た．同衰の地磁筑接飢の欄でEl.時は擾乱の起時で，黒鈷欄の No.

は柿岡黒貼群番脱，日時は黒貼群の愈殻建或は猿生の前日の 12時を意味する，太腸の観測は一日

一問中央標準時の9時頃（稀には午後と怠るとともあるが）行ひ，之は G.M.T.の O時頃に相賞

する．従って前日と昔日の観測時の中央！Wち前日の 12時に黒却が念設謹或は遊生したものと考へ

る．前日が紙測の場合は 12時の代りにO時を採用する．多数の材料から統計的に日差を求める場

合には，此の方法で相営正しい結果を得ると考へる．衣i亡増，設，襲とあるのは官接黒動の面積増

加，議生或は形の急援を意味し， l士宮依子午線前，｜帯｜は子午線附近，又噌！は子午繰後で夫等の

艶4じが起ってゐるととを示す．増加面積とあるのは前日よりの面積増加企ぐ太陽半球面積の百寓介

のーを単位として〉，或は新渡した黒拙群の商積で，小撒鮎以下は子午紘よりの角度 （Vの軽度に

依る重みと同意〉，小鍛鮪以下のないものは子午線上で起ったととを示す．緋度は各黒描群の緯度

で＋は北＇￥球，ーは南キ球でるる．最後の面積とあるのは其の黒酷群の最大設建面積で小撒砧以

下は面積増加の所と同義．叉日差とあるは地磁銀捌，の起時と黒賠増加時との日差の意である．

向，此の表に於ては地磁無擾劃，l'L劃して活動的黒鮪群を摂定したのであって，掻乱の起時前後撤回

聞に於ける各黒酷群を吟味して擾黄Ll'L封臆すると考・へられる黒酷群を拾ったのである．

此のー封ーの封臨で最も弱鮪とする所は，部定した黒鮪群が果して蛍践磁気擾乱を惹起せしや否

ゃにあるが，此の鮪は JVの ll'L依り少なくとも日差に就いては誤差が減少すると考へられる．

叉太陽彩居の爆設の知れたものに就き嘗って見た結果，筆者の採用した黒賄群と相官一致してゐる

・今週:i:L毛の統計に依ると新〈の知世傾向は 1984年以降が特に叡箸であれそれ以前に於て佐保!l!YJでない

陶でるる．伶齢制に就いては肉氏の笛文｛本a2s頁）を参照せられたい．



地磁気疫飢と大腸抗・ainとの祁閥 11 

官事 8 通量

年月 日時 位 No. 月日 時 -18・l!U重権刻面積l日差紛度面積

一 一一 一一一
1984 1 14 6 小緩飢 191 1 tl 12 u後 17 2.8 +5 182 

lf> 9 1J、以 II 12 12 I Ji 28 2.9 II II 

28 10 紛念胤 l 192 29 12 5を ll28 -1.1 +80 92 
2 8 17 ’ 19~ 2 5 12 澄 r,2.s s.2 -2-t s2.s 

15 11 I 196 JS 12 ~量 8 2.0 一 一
16 8 擬飢 195 15 12 場 I 14 1 o.s + 7 95 
:.!4 14 小控 197 28 12 ≫I 89 I 1.1 -24 39 

4 1 1 鑓 199 4 l Q 袋 00.8 o.o + 28 Q(i 
16 6 小 胤 200 14 12 量産1 1.6 1.8 +28 1 

5 2 10 稲綬蹴 202 27 12 量産 ll3 4.9 一 一
11 20 念胤 203 5 o 12 I帯 日益 5.3 -22 280 
18 4 " 2σ7 16 J2 209.8 1.7 -81 731.8 

6 14 13 II 212 6 15 12 4().9 -1.0 -30 40.9 
8 12 10 鎚化 21s s i2 i2 9.9 I 0.2 +4 ss:9 
9 16 2 綬 似 211 9 is o 29 I 1.1 - -
10 15 5 小綬飢 222 10 rn o I 17.6 s:2 -28 20.8 
11 2 7 tJ、担 ・ 22s iu rn - 1 1.s +23 ー
12 l 5 粉念；胤 盟6 11 'l7 0 I 場後磁 ぉ I... ~ -1s 41.1 

x 21 審査 胤 22S 30 12 ! I 42 84 -21 125 
11 11 m ：な胤 2'J9 12 7 12 ・ I 勾 6 4.0 -24 241.5 
~l I 縫鑓L 230 19 12 llit 沼 .6 1.5 ＋泌 265.7
24 4 I/ 232 23 0 重量 84.6 1.2 -27 84.6 
念9 5 大グ 233 !!6 12 * E旬.8 2.7 - 242.9 

19お i 10 11 I ,i、念提飢 !HO 1 13 12 噌l 132.6 3・2 -21 299.6 
21 1s I念胤 245 24 I:? I獲 133.9 3.1 + 10 297 s 

2 I 7 fl 胤 244 28 12 I~霊曾f? 童I 2s s.s +so 1so.1 
12 22 グ 247 2 8 12 1出.9 4.4 -16 814.7 
:24 8 II 25壬 2::1 o I 釦.9 2.8 -23 122 

3 1 8 グ 2出！？6 12 167.8 2.8 -18 184.8 
11 11 純 化 257 3 9 12 霊資遺護愛 148.4 2.0 -17 186 
l'.l :u m念縫掲L 259 10 12 邸6 2.4 +l 260 
80 12 念胤 265 25 12 17.9 5.0 -33 17.9 

4 8 8 鍛胤 I 266 4 8 o I 95 0.1 +23 95 
16 4 線 化 267 JS 12 場後基量 184.S 2.7 -36 278.9 
~o 4 11 , 212 21J o 1釦.6 1.2 -23 142.7 
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'1fS s ;U (j貨を〉
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箱念念銭J.il. 845 6 3 12 58.9 0.2 -18 210.6 

4 17 841 3 12 'i 148 L2 +17 必6
7 ll 

11、 置後侵 848 7 。 却 .7 0.5 -18 194.9 
9 4 

，小念j、提念
852 9 12 邸 .7 -0.S +12 165.9 

10 28 8.51 9 12 悦 1.5 +10 l.S2.6 
21 16 860 21 。 282 0.7 +23 978.4 
24 20 I/ 816 24 。 103.9 0.8 +20 lOS.9 
2.) 2 I/ 874 !?4 。 20.9 1.1 +12 20.9 
28 2 念

以後 879 29 。 167.4 -0.9 -28 167.4 
6 1 t 880 29 。 加 3.0 +18 603.4 

3 6 
援大念念餓鑓鑓. 

882 G 1 12 so 1.8 -18 123.7 
4 2 885 s 12 13 0.6 -00 46 

10 5 892 10 12 7υ -0.S +22 出7.9
JS 9 3・ I/ 12 。 468.9 1.4 ．， II 

14 2 

桶念念担，捜i樹、総乱

896 14 。 96.9 0.1 -20 96.9 
20 1 905 20 12 18 -0.5 一 7 8S 
22 10 !JOO ~s 。 85.9 -0.6 +18 242.6 
24 1 913 24 12 80 -0.5 +21 32 

1 s 。小襲飢 914 7 2 12 478 0.8 +11 8419 
1 1 

筏火念綾化織飽a， 
920 。12 252.8 0.5 +24 15回

IJ 12 933 8 12 

I書宅1!
SS 1.0 +14 SS 

11 4 937 10 12 65.9 0.7 -SS 88.8 
16 13 控 984 16 。 166.9 0.5 -13 573.3 
18 18 II M4 17 12 121 l.O +13 1154 
19 18 

念念援後 総官札
II 18 11! 248 1.0 I/ v 

却 5 954 21 12 94.9 1.7 +n 001.8 
初 12 965 29 12 51.8 1.0 + 7 81.9 

8 1 21 ~·去i、 念 滋後 008 7 30 12 115.6 ~.4 +15 $39 
4 20 972 8 2 12 SS.9 2.3 -14 415.9 
6 28 II 9i6 5 12 80.9 1.5 一玄I 158.9 
14 19 後 993 13 12 27 l.S -11 71.9 
~l 21 

念小 鑓h後抵 ：：~ l!伺7 21 12 後1 20.8 0.4 +22 109.9 
2'J s 大念 1002 23 。

I滋i' Ill 一.0 -18 532.6 
9 1 15 愈 ~ 1018 9 l 12 182.9 0.1 -lJ雪 40S.G 

4 s 小念 鑓 1036 :? l!! l i滋I 
64 1.6 -9  64 

7 lS 1J、 境 1041 5 l!J 42.9 :?.O +21 62.9 
14 5 

粉念緩念，／J、叫総量豊
105~ 14 1:l 

11 霊I 

87.4 -0.8 -20 129.9 
:ro 23 1057 19 υ 400 2.0 +14 427 
22 1 1062 ll'l 0 1969 0.0 -17 451.6 
30 14 

翰：念袋 小念A成嵐騒弘乱
1081 10 1 。 S0.9 -0.4 +13 72 

10 s 11 1580 2 12 lSO 1.0 +23 188 
7 5 1090 。。 71.9 1.2 -16 71.9 。9 粉念 1089 8 。 164.9 1.8 +14 371 
l.l 14 ー’ 1094 。12 

｜噌｜
182.8 2.1 十10 607.9 

12 20 

：大小念お会領縮経鰻媛個鳳鳳且

1093 lS 。 927 -0.2 -17 1012 
14 20 1099 13 。後l 51.9 ~：~ +2~ 51.9 
22 18 1104 2'l 。帯｜ 611.G +ll 1伺 3.9
23 5 ．， 24 。

I事：浸ii439.D -08 
‘’ 

ti 

2.6 4 1109 25 12 214.6 0.7 一 四 415 
11 ．・a， l 1114 11 1 。 2Sl.9 LO -11 縦割5.8

7 17 念緩筒a 1121 6 。 45 1.7 -14 375.8 
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~ s a長 〈績を〉

年 n 日｜時｜ 月 日 時~後便時？加面積 日投1

一 一 ['1曾 117.9I 1.5 1937 11 11 ll 小宮J.1J.署 1121 11 10 。 -14 S75.8 
18 5 綬 1181 16 12 得I 174.9 I 1.7 ÷9  2曲
27 19 援 1148 26 12 l滋｜倒 +5 悦
29 11 念総 ＇ 1151 30 。滋1 so -0.月 -12 so 

12 15 2.'J 鑓 1174 12 14 12 量産 117.9 1.5 -24 117.9 
18 1 綬綬 循蹴L 1179 19 。 -1.0 +21 4槌
23 8 霊 24 。

t初~1 11伺24:~ -0.7 + 7 474.6 
26 1 1188 25 12 0.5 -21 978 

1938 1 4 s 念 綬 飢 1197 1 s 12 ~［ llS.6 0.6 +13 814.9 
7 14 II 7 12 l 帯噌I 

110 0.1 v v 

8 2 念 大 1196 8 12 108 -0.4 +13 814.9 
12 5 

小金、援
1200 11 12 '71.9 0.7 +26 1514.8 

16 I 12咽 14 12 
物2曾I 5626 1.5 +16 849.9 

16 28 念
需総L 

，， 16 12 
後

475.9 0.5 v v 

18 11 援
，， 17 12 

！滋l
ー.9 1.0 v v 

19 2 II 1219 20 
。 20 -0.9 + 6 116.G 

20 12 念 後 化 1214 20 。資1 1びl.9 0.5 -20 150.9 
盟 3 綬大大事建 肱 ・ 1217 20 。!!al 182 2.1 -10 371 
25 12 念 総 1220 却 。i後l 50 2.5 +IS 90 
31 I " 1232 31 12 l後 65.9 -0.5 + 7 街.9
81 19 1228 so 。格l 840.8 1.8 +18 8旬9

2 4 8 1234 2 3 12 l還盗を｜ 30.8 0.6 -18 30.6 
6 8 1236 6 。 194.7 0.1 -23 1侃.5
7 5 II 7 12 噌！ 7鶴 8 -o.s I/ v 

18 21 1148 14 。I t後l 62 -0.1 一7 72 
22 21 1251? 28 12 ｜噌｜ 80 -0.6 -18 864 
25 10 12.58 24 12 量産l 30.9 0.9 +22 241.4 

s 4 16 12部 s s 。｜溌 却 .9 1.7 -26 加.9
11 23 綬 鰍M 1271 10 。波｜ 2邸 .9 2.0 -10 784.8 
12 28 II 11 12 l:lft俊l 125 1.5 v 

ー’
21 5 

,, 1281 20 12 聖書l 69.8 0.7 - 6 4出.8
21 28 念 蹴 I/ 20 12 II u 1.5 N u 

25 28 念大事望 1沼4 24 。場l 6~3.9 -15 J4{}0.9 
29 7 号室 1289 29 12 

｜護i72 -0.2 -21 12 

4 l 10 念 後 1293 4 1 12 勿.9 -0.1 + 9 27.9 
6 2 縫 い鰯 4 12 l格l 96 1.6 +19 154 
6 21 念提飢後 1298 5 12 l散I 一 1.4 + 7 58.8 
10 5 念 1803 9 12 場l 100.9 0.7 - 7 495.9 
12 究0 II 1808 12 12 

！｜ 溌滋I 151 0.S + 5 151 
18 12 ，念』、 大鑓念 j政込

，， 12 12 II 1.0 II " 
16 6 1807 15 l2 後｜ 一.9 0.8 -12 447.9 
18 16 1816 18 12 還をl 13.9 0.2 -15 13.9 
盟 12 念護協 1309 19 12 散｜ 一.8 s.o -11 8488 
24 10 ~i: 21 12 l格 102.7 2.1) +16 122.7 
25 1 念綬鰻乱 25 。量産｜ 18.9 o.o +22 124.Q 
26 10 l.'121 25 。得l SSS.7 l4 +12 645 
27 1 u 

~~ 27 。p曾l 111 0.0 +22 124.9 

5 s 5 援 徹a 5 3 。I 噌波I S部 0.2 -24 5飽.9
9 18 挫 ぬ拘 8 。 71.0 1.5 +16 103 
11 1 念念 事室 1385 9 12 50 1.5 +22 100 
11 16 1884 10 12 格！ 115.9 1.2 +23 441 
14 I 提大事毒繍強化乱， ． ” 1340 13 12 ｜稽！ 121 0.5 +15 187 
21 5 1345 19 。 821.1) 2.2 -14 550 
23 5 u 1351 28 。 665 0.2 一7 1邸7.6
24 10 

大鐘控化情L
1349 28 。雪量｜ 11 1.4 ー旬 109.8 

笥 8 1351 24 12 
帯夜ial 511.9 0.6 + 1 1557.6 

28 2 小室
1866 却 12 78 1.6 +20 806.8 

30 5・ IS随 29 12 111.9 0.1 - 8 250 
6 1 4 小念宮盛化胤 l86S SI 12 畿l 58.8 0.7 + 3 170 

1 22 18悦 6 6 12 主曾l 140.7 1.4 -7  220.9 
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1(S S 表 く績を〉

金手 月 日 g寺 位 ~o. ~ 日 時 1i・!lit・艶 1曾加ii!i署員 日 差 総 ltt 面 積

一 一 一 一
198S 6 12 18 務念念品綬t 1868 6 10 。 474.{) 2.8 +l~ 814 

16 7 1375 17 。 172 一0.7 -17 ~2 
17 19 小型化 187fl 17 。 123 0.8 +14 174 
20 20 /',/ 1880 21 。 155 -0.l! ＋~n 501.6 
2生 8 r.t 

~3&お48 
Z5 。 18.9 -0.7 +20 加

7 4 12 

な管器此

7 4 。 300.9 0.5 一10 809.8 
9 20 1395 9 12 843 -13 1489 
12 1 189生 JO 12 2仰 1.5 +15 ‘・345 
13 却 1J、 1405 12 12 87宮.8 l.S -15 1017.4 
15 8 .fi' 1411 15 12 70 -0.4 +25 8086 
.29 5 1429 28 12 ー.7 0.7 + 4 384 

8 3 17 
稔念提鑓以L 

1452 8 8 12 

！童君
116.7 0.2 + 4  4102 

10 持 146-'i 9 12 J,00.8 O,G +J.4 182.8 
11 3 音量 総． 1461 10 。 77 1.1 + 8 1ss 
21 2 組 1478 :n 12 ー.9 -04 +16 160.S 
22 14 

念，，念r、念必銀梶、必枇他書t 
1492 21 12 還を｜ 00.9 l.l +18 389.3 

24 19 4ゾ 28 12 pi噌!'rl !178 1.3 ，， ，， 
28 15 1498 27 。 l.6 +11 180 
29 18 1504 28 12 霊童l 1 3 -16 177.4 

9 4 10 1510 9 s 。 4St.9 14 +11 1000 
6 5 /,/ II 5 12 2冗） 0.7 ，， I/ 

9 8 組 1519 9 12 22 -0.2 +19 宮2
13 11 /,/ lli25 12 12 10.9 10 - 7 10.9 
18 19 念鎚火ぷl 1518 ]2 12 86.9 1.8 +10 188.9 
19 24 1580 17 12 65 2.5 - 4  65 
28 s 大鋭担 化 1588 官4 。 147 -0.9 +11 147 
25 18 1539 24 。

書童｜ 
?.5.9 1.5 +15 25.9 

26 7 念念 ,j, A胤at 1548 25 12 2≪1.9 0.8 +15 485 
27 22 1540 28 rn -0.G -14 7槌 8
so IO ノ』、念胤 1547 30 12 靖1 40.9 -0.1 +13 261.4 

10 6 2 観 1556 10 4 。 gm 2.1 +12 413.9 
7 7 念 必L ，， 5 12 1(8 18 ，， ，， 
9 。念鐙化 1562 7 12 5'J 1.9 + 7 230.9 
28 2 大後化 1572 22 。 IID.9 1.1 +10 126.9 
お 6 ィ、提飢 1579 23 12 

｜ 君霊！' 

5.5 1.8 -16 4.56.9 
27 1 /,/ II 25 12 168.9 1,5 ，， I,/ 

28 s 大鋭化 1580 28 12 182.9 -0.4 -25 2倒.9
11 I 14 〆j、 主連 1604 11 l 。 104 0.6 -14 104 

4 2 。 moo 3 。
/ 場滋！ 

日ω 1.1 + 8 349 
8 s d、摘精し 1619 6 12 187 1.6 +15 SS0.6 
14 14 小念品l 1688 14 12 191 ~.！ - 5 653.9 
16 4 事連 1628 15 。 161 1.2 -19 348.6 
17 6 念援制， 1639 16 12 35.9 0.8 + 6 336.6 
21 2 1J、

,, 
1645 20 12 1!5 0.6 +28 134 

23 s 
，， 

1650 22 12 Zl.1 0.6 +17 216 
26 1 鑓 1655 25 12 82.8 0.5 -19 184.9 

12 1 2~ 小緩乱 1658 30 12 2波曾1｜ 
~6.8 1.4 -14 26.8 

9 1 ．， 
1677 12 8 12 42.U 0.5 - 6 3~~ 10 11 大鎚化 1680 9 12 

通益E査l' 184.7 1.0 +4  
16 8 

,,, 
1鉛9 17 。 92.7 -0.7 + 7 92.9 

18 8 ，， 1国7 17 。 178.7 1.8 ー 7 997.9 
~2 5 小 梅織， ，， 21 。I智霊童 634.9 1.2 ，， ，， 
錦 10 ,j、 事連 1697 26 12 240.8 1.9 +16 240.8 

1989 1 2 IO 量 1700 1 2 12 量産l 1 -0.1 +27 7 
5 3 念鋭化 liOl 4 。I量澄産I 180.9 1.1 +18 808.6 
9 5 鎚 1708 7 12 93 1.7 一% 96.6 
18 12 '" 1714 12 12 101.9 1.0 -28 597 
16 7 r.t ti 14 12 回5 1.8 " Q 

19 9 r.t 1716 18 。 100.S 1.4 +19 26().6 
2 5 20 念得得L 1740 2 3 。I I 416 3.7 -8  575.9 
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係 sii侵 〈綴を〉

年月 ~~1~佐 h
月 増加函《日必総旋 面積

一一 』ーーーーーー”

19卸 2 鎚 I1749 2 12 o I 得得獲 64.8 
念援員飢託 ! 1756 ！？宮 12 I 167.9 1.0 -11 紙調（）.5

24 17 念 ！ 1755 28 12 I I 112 1.2 -'.n 152 
s I 1 小緩事8筒Ll 1762 ',!'/ 12 器5量量 62.9 1.5 -14 62.9 

16 2 li77 3 15 12 I I 66 I o・6 +25 469.6 
19 19 1J 、念 A徳飢r.t; 1782 19 12 l 愛1愛l 47 o.s + 6 47 
21 4 媛 1787 20 12 l 42.7 0.7 -11 2~.8 

'};1 18 念疑草壁 II 26 12 lj曾 lll8.8 1.3 グ
，， 

4 1 1 )794 81 0 後｜ 17.9 1.0 -13 l3n 
8 。 II 1799 4 0 。溌l 92 2.S -20 92 
10 4 

小綬筒鼠批L J801 9 12 噌l 407.9 0.7 ＋却 5但 .9
16 22 念小 1釦5 14 12 一.9 2.4 +12 1160.9 
17 2 大念 念 1812 16 12 一.8 0.6 +17 8'l7 
28 。 1822 28 。 600 0.8 -17 6却.7
24 18 大念総ぷL 1824 28 。 4偲 8 1.8 -13 584 
'XI 21 

小 念 嵐』ぷ 1827 26 。 178 1.9 -11 別8
5 5 l!l 大念 1制O 5 5 12 319 0.4 +23 700.7 

14 17 事聖 1868 J4 。 248.9 -15 248.9 
21 。

援小 飽嵐， 1870 21 12 331.8 -0.1 -11 755 
27 21 l i部SS。0 

27 12 49.8 0.4 -12 17ll 
6 1 3 

小緩念袋媛餓1お， 
6 !? 。 151・ -0.9 + 8 203.9 

10 1 1895 8 。 ~0.0 2.0 +17 502.9 
18 17 1898 IS 12 56.9 0.2 +24 623.4 
15 14 II J899 14 12 ー 1.1 + 3 473 
17 22 ，， 

1902 17 12 ー.9 0.4 -14 捕3
26 20 1926 26 。 26.8 0.8 -14 572 

7 3 I 1927 7 I 12 no 1.5 -6  319 
4 14 1932 3 12 77.9 1.1 +16 108.8 
11 12 19:l5 9 12 611 20 + 6 1前2.8
12 9 1946 11 12 33 0.9 +17 109.7 
14 4 1947 12 12 46.9 1.7 -8  176 
16 。# 19.53 15 12 142.9 0.6 +14 9鵠 .9
19 22 1948 18 J:? 291 1.9 +16 536 
21 10 ，， 

1951 21 12 一 -0.1 +19 1047.9 
24 1 ィ、提飢 I 1957 28 12 154 0.5 -9  1190.4 
25 1 M ’ 1958 24 12 38.9 05 -6  101.9 

8 5 4 8 2 l~ 192 2.7 +13 458.8 
7 3 小念聖書 ,, 5 。

II! 

2前.9 2.1 ，， II 

8 IG 

緩2愛鍵8 2器質此嵐a札 ~~~ 
8 l'.I 249 o.~ - 6 495.4 

10 3 8 12 249.9 1.6 +5  1026 
11 12 ノj、 l グ 10 。 600 1.5 II II 

12 2 大念 1981 11 12 33 0.6 +16 416.8 
16 10 大念 綬 19関 15 12 42 0.9 +16 9718 
19 6 17 12 410.8 18 I/ II 

21 21 20 。告別 一.9 1.9 +13 1820 
22 1 念 島tj II 21 12 l鍵ml 0.5 ，， ，， 
27 21 警是 1995 26 12 一.8 1.4 -13 お5.9
30 G グ ：1 2001 29 12 l軍量産基1I 57 0.8 +5  100 
31 JO グ 2002 30 12 84 o.o +27 191.8 

9 2 2 念 君主 ii1998 9 l 12 

｜草a宅副: 

433 0.6 -15 錦35.9
2 虫

念 聾量置 11 I曲。 1 12 125 1.4 - 7 9卸.4
9 。

緩念縫 I ~： 7 12 670.8 1.5 -13 2953.8 
14 7 12 12 192.8 1.8 -20 280.9 
15 14 小念 l 2附 18 12 I苦格量 30 2.1 -15 30 
17 l 援 低 気)23 15 12 81 l.f> -20 鎚 09
19 4 グ 2008 18 12 

I霊5考費量建書: 

i~~：g 0.7 -22 987.8 
80 6 事~ I 却41 29 。 1.3 +15 289 

10 1 。 ，， 
2040 29 。 50.0 2.0 一7 470.3 

2 8 ィ、 提事華 震L
，， 80 12 69.9 1.8 II ，， 

6 。 2040 10 4 。 153.9 2.0 一7 230.8 
7 10 

，， 
I 2049 5 12 151 1.!) -8  151 
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到E S 袋 〈綴宮〉
ーーーー，

年 月 日 時 性 No. 月 日 野寺 ま曾畿・鑓Ji加面貌

一 ←一一一一一一一一 一
1939 10 11 3 念 鑓 2050 10 10 。

13 2 念大 μ，；. ・2係4 l:? 。
27 1 穆主 2068 26 。

11 11 19 小援低 2083 9 12 
23 4 後 2093 宮古 。
24 1 II 2097 23 12 

12 3 6 ~ 後 2099 12 2 12 
6 20 提 提L 2104 5 12 
16 07 豊豊 2111 16 。lググ｜

20 12 tJ、4誕百L ，， 19 12 I~後gI 26 23 後 2123 25 12 

19(0 l $ 15 ~ 』品 2130 I 2 。
10 10 念綬調L 2132 8 12 
11 18 ，， 2133 8 12 
15 21 1J、 鎚 2138 14 12 
18 10 小念授徹， 2135 14 12 
19 1 念Sも常使 2142 19 12 
30 2 綬 2避 214.4 27 12 

。- 6 2 d、｝~慢し 214.6 2 6 。
10 l'i' A、 鍵 2153 8 12 
11 19 小綬脅L I/ 10 12 
20 1 念 • 2162 18 12 
24 22 念大’ 2167 23 12 
29 2 念 E思 2169 27 12 

3 12 10 墾皇 2183 3 11 12 
l.6 11) 小 。 皇自 2188 15 12 
19 9 大豊理化 2191 17 12 
23 。念 1J、比 2198 23 12 
24 14 火念h礼 2196 23 12 
29 16 念 h込 2203 29 12 

ととが知れて益々意を強くした次第である．

借，第1表が信用出来るとして各年毎及び全部に就き，日

差の平均を求めると右表を得る．主主・tt:金平均とは第1表の日

差の総和を盆佃撒 452で除したものである．

日差の金平均は 1.22日で，之は即ち黒酷念琵建或は費生

と同時に鍛粒子流が放出されると考へた場合，太陽より放出

される徴粒子流の地球に建するに要する時間である．之から

鍛粒子流の速度を求めると 1420km/sec.とえkる．此の値は

11盛"'I 

l書柑lI 

131 
212.9 
90 
88.9 
142.8 
51 
78.6 
30.9 

447 
一.8
6t.9 

304 
83 
74.9 
94.9 
270.8 
119 
60.9 
148 
93.6 
50.9 
50.9 
64 
279.6 
132 
45 
2fl 
226.9 
628.9 
240.8 

年

1934 
1985 
19拘
1937 
1938 
1939 
1940 

金.2J!.均

日差 総皮 面 積

1.1 -6  789.8 
1.1 +21 252 
1.0 -8  90 
2.3 -10 157.9 
1.2 +23 482.4 
0.5 +15 51 
0.8 - 3 196.9 
1.3 -11 375.9 
0.3 +22 6i0 
1.0 II II 

15 -21 64.9 

1.6 +10 30115.8 
1岨9 +20 139.9 
3.3 -7  262.6 
1.4 -13 94.9 
3.9 -10 473.8 

-0.5 +14 119 
2.6 -7  156.9 
0.1 - 7 460.9 
2.2 -1  337 
J.3 ，， ． 
1.5 - 2 255 
1.4 +11 64 
1.6 -6  903 
0.9 -14 132 
1.3 -10 131 
・1.9 -11 262.7 

-0.4 -10 258.9 
1.1 +11 1915 

-0.2 +1  538.9 

f事 4 .a長

同差平均 1!< 

2.07 23 
1.92 50 
1.83 82 
0錦 94 
0.87 105 
1.18 79 
1.42 19 

1.22 452 

彩厨燥費時の明かなものと磁気嵐とから求めた速度（前出） 1600 km/sec.，及び Milneの彩居燥整

の騒射座の理論から求めた Cn＋イオン流の速度1630km/sec.よりは鞘小さいが大約一致してゐる

と考へられる．

1札各年別の日差・を見ると 1Il34年より 1938年まで次第に減少し， 1939年より再V::Ji1Jnして

ゐる．此島で興味あるととは1934年は太陽活動の極小期であり， 1938年は極大期でるる・第3困
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日

度との附係を示すもので，明かに太陽活動の

z.o 極大期には日差が小さく，之に反し極小規に

1.9 は日差が大きく現はれてゐる．

1.6 筆者の徴粒子涜の遺産費化の問題YII 

l’7 
方法に依り求めた日差 1.22日は事費に近い

1.6 
ものと考へて良いと信守るが，太陽活動に臨

じて鍛粒子流の辿度に饗4むを起すといふとと
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1.5 

1.4 
は考へられょうか，

此の問題に闘しては次の三つの場合が考へ
1.3 

られる．
1.2 

I.I 

筆者の撰定した黒拙群の大部分は，

1費際に地磁気擾筒Lを起した彩居の燥

J. 

1.0 

．裂に附係がたい．
0.9 

太陽活動の旺盛た時期に於ては話鵠L2. 
10 

193S IS36 沿31 1938 1939 ＇”。
太陽f細度と日差 l~線：日発
獄事来： 柿岡県劉扮舷

’933 1934 

悠 S悶

0.8 
を起す彩居の燥設が黒賄の念設建

太陽活〈後生を含めて〉の後に起り，

動の衰亡期には黒鮪念夜謹の初期に

起るととが多い．

質際に太陽の活動期に感じて徴粒子流のi.fil度に増減を起す．3. 

情， f医者の撰定した黒鮎群は地磁祭擾乱の前後撤回聞に於ける黒鮪群l乙就き最も活動的たもの

〈質際には多数は友い〉を撰んだ鴛丸太陽活動のi庄盛a時期には接待L日i乞近い期間i群を限ぴ勝ちに

なるととは考へられる．然し乍らIVの1tr:述べた如＜， J思鮎・の急：設建は時同時に起るととが多〈，

従って偲！＂？：撰定した黒肱群が誤ってゐても日差に響くととは滅寸 τると考へられる．従って日差の鑓

佑が一概に 1にのみ依ると断定するととは出来ぬ．若し 1の場合が策者の統計に大友る誤差を起

V. Bjer-

さぬとすれば， 2・3が考へられる．

2に闘しては未だ黒星占或は彩府の爆裂の搬構が明瞭で友いために何とも批判出来ぬが，

】cnes<01の vortextubeがよ混紡最頻出現緋度挫で太陽表面に近く， 叉高緯度及び赤道近くで深〈存

在してゐるたらぱ2の如き場合が起る可能性がある．

Ap. J., 04, 2 (1926). (9) 
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3の鍛粒子流の越度自身に礎化を起すととは散も可能性が濃厚であって， .Appleton及び Nais-

mith(IO）がE,E1電離居の電離度鑓佑から太陽より臨射される紫外線が太陽活動遡期中に 120-150

%鑓化するととを結論してゐるが，斯かる見地よりすれば太陽商より放出される雛粒子流の越度

が 850km/sec.から 1900km/sec. IC饗佑する・ととは寧ろ奮然と考へられる.1i勾，部民 IIK示し

た如く太陽活動の極小期と極大期とでは磁無嵐の艶化放態が柏具P，極小期に卦ては較差が小たる

以外に，細い振動が平滑にされた如き襲4むを示してゐる．之も太陽より放出される鍛粒子流の構造

勢力が太陽活動期に依り異れ太陽活動期には速度大友るため徴粒子流が地球に極めて接近する

結果斯様主主差異が起るものと考へられると信守る．

之を要するに鍛粒子の迎度鑓化の問題は，誕の可能性が充分考・へ得られるのであるが，現在の材

料・のみでは之以よ深入りして論歩るととは差控へざるを得たい．

格りに臨み種々御意見を賜はった闘ロ鯉吉先生越びに今道官所長に劃し深謝致す次第である．

（於柿岡地磁無硯測所 1940年 4月 5日）

(10) Phil. Mag., 27, 181 (1939). 

* Milneの溜愉に依ると繍JJ:tmに依り得られる緬限越度は 1740km／日ec.でるるが，車工湖上昇速度の鎚化鯵！

の事食からすれば Milneの迎齢は必らずしもlEしいと は考へられない．従って 1740km/sec. か勉限と~・へる必

要はない.1~1，此の寝鈴に従ふと＊清原子の速度は 60km/sec. に過~·ず， 最近 Vegard (Terr. Mag., 45, 1 (1940) 

が述べてゐる如〈・＊来版予:;6：極光出現中に隠められ，之が太陽より鴻v:来ったと考へてゐるが， jJfrかるととは

Milneの況では起!1~与ないのである．兎に角何等かの被告事で H,Ca 誕の他の官権限子が電子を伴って太陽より放

出され，その原子の趨煩IC依り~皮に審理化を起すととは昌彦へられるととである．

* II 節の彩居~還をと磁叙A誌との時間遂の善良に於ても速度後itの傾向がmめられる．叉最近今治氏は Del・1

linger現象と磁叙JR.r-::9.t き統貯されて，~.者の前主主の結果に様だ好事官。合な紋泉を符られたとめζ とである．昨籾t宮

本書怠 21JIの附民の鴎文を2参照せられたい．
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